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　いしいおもちゃ病院は、毎月第２水曜日（10：00 〜
15：00）に、石井町社会福祉協議会で開院しています。
ただし、おもちゃの受付は月曜日〜金曜日（平日）の、
8：30 〜 17：00）までしております。
　おもちゃ病院とは、こわれたおもちゃを無料（部品代
は必要）で修理して新しい生命を与える、おもちゃの
ための病院です。使っているおもちゃや、大切な思い
出のおもちゃの調子が悪かったり、壊れて動かなくなっ
たりしたものを再び元気にさせて使えるようにします。
お気軽にご相談ください。
　持ち込みにあたっては、おもちゃの説明書や外箱、取

れてしまったおもちゃの部品や破片がありましたらお
持ちください。修理には、日数がかかる場合もあります。
症状によっては、修理できない場合もあります。
　なお「おもちゃドクター」のボランティアスタッフも
随時募集しております。おもちゃに関心のある方、興
味のある方なら誰でもドクターになれます。
　ご希望の方は、石井町社会福祉協議会（☎ 088-674-
0139）までご連絡ください。
　募集期間は、平成 28 年 3 月 31 日までで、月曜日〜
金曜日（平日）、8：30 〜 17：00 までしております。

石井町

◎
い
し
い
お
も
ち
ゃ
病
院
◎
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社
会
福
祉
協
議
会　

会
費
の
お
礼

共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
お
礼

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
金
の
お
礼

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
当
協
議
会
に
対
し

ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
社
会
経
済
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
生
活
困
窮
に
至
る

リ
ス
ク
の
高
い
人
々
や
稼
働
年

齢
層
を
含
む
生
活
保
護
受
給
者

が
増
大
し
て
お
り
、
国
民
の
生

活
を
重
層
的
に
支
え
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
生
活
保
護
法

の
一
部
改
正
と
と
も
に
、「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
が

昨
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援

は
、
社
会
福
祉
法
人
の
活
動
の

原
点
で
あ
り
、
本
来
果
た
す
べ

き
使
命
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

そ
れ
で
生
活
費
や
借
入
金
、

家
族
の
ひ
き
こ
も
り
の
事
な
ど

の
相
談
を
受
け
る
「
生
活
・
こ

ま
り
事
相
談
所
」
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
。

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

多
様
な
生
活
課
題
を
受
け
止
め

経
済
的
困
窮
や
ひ
き
こ
も
り
、

権
利
侵
害
な
ど
深
刻
な
地
域
生

活
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
、

民
生
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉

施
設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
や
行
政
な
ど
地
域
に
お

け
る
幅
広
い
協
働
・
連
携
の
場

作
り
を
行
い
、
そ
の
解
決
や
予

防
に
向
け
て
取
り
組
み
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
最

善
を
尽
く
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
も
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸

多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

小
　
林
　
智
　
仁

　

社
協
会
費
募
集
に
あ
た
り
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ま
た

各
戸
を
訪
問
さ
れ
た
地
区
役
員
、

自
治
会
・
実
行
組
役
員
、
民
生
委

員
、
婦
人
会
等
の
方
々
に
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
を
も

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
は
、

町
民
の
皆
様
よ
り
心
温
ま
る
募

金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
２
、

１
７
６
、１
０
０
円
集
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
は
、
町
内
各
所
に
募
金
箱
を
設

置
し
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
や
保
護
者
、
そ
の
他
の

方
々
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、

５
６
０
、６
４
３
円
の
募
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

共
同
募
金
は
、「
共
に
助
け
合

い
、
支
え
合
う
」
自
分
達
の
町
を

良
く
す
る
仕
組
で
す
。
一
人
ひ
と

り
の
優
し
さ
が
地
域
福
祉
を
支
え

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
頂
い

た
方
々
）

一
金　

１
０
、０
０
０
円
ず
つ

　
　
石
井
、浦
庄
、高
原
、藍
畑
、高
川
原
、

　
　

各
民
生
・
児
童
委
員
会
様

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　

パ
ソ
コ
ン
教
室
様

石
井
町
赤
十
字
奉

仕
団
の
活
動

会　

長

一
金　

２
９
、５
７
８
円

　
　

高
原
壮
年
会
様

一
金　

１
３
、９
７
８
円

　
　

Ｊ
Ａ
名
西
郡
職
員
一
同
様

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　
石
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
す
な
ろ
会
様

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　

浦
庄
女
性
の
会
様

一
金　

１
0
、
０
０
０
円

　
　

高
原
壮
年
女
性
の
会
様

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　
浦
庄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
様

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　

藍
畑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

＆
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
様

（
そ
の
他
）
石
井
地
区
藤
ク
ラ
ブ

カ
ラ
オ
ケ
部
・
徳
島
番
傘
川
柳
会
・

石
井
川
柳
会
・
高
川
原
婦
人
会
・

藤
井　

寛
・
高
原
俳
句
会
・
浦
庄

地
区
藤
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
部
・
石

井
老
人
会
囲
碁
部
・
陽
明
流
石
井

支
部
・
ち
ー
き
ー
ず
・
新
ふ
じ
な

み
短
歌
会
・
こ
ど
も
ね
っ
と
い
し

い
・
な
る
と
俳
句
石
井
句
会

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ち
ま
し
て
、
２
、１
０
３
、５
０
０

円
の
会
費
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
会
費
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

自
主
財
源
と
し
、
よ
り
充
実
し
た

地
域
福
祉
推
進
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

一
金　

３
０
、０
０
０
円

　
　

森　

一
道
様

一
金　

３
８
、３
６
７
円

　
　

石
井
町
ゴ
ル
フ
連
盟
様

平
成
27
年
11
月
に
東
部
地
区
赤

十
字
奉
仕
団
幹
部
研
修
会
が
行
わ

れ
、
日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部

事
業
推
進
課
米
田
氏
よ
り
「
災
害

が
起
こ
っ
た
と
き
に
あ
な
た
が
支

援
で
き
る
こ
と
」
と
の
演
題
で
、

講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、防
災
ス
リ
ッ
パ
、ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
の
研
修
を
受
け
ま
し
た

が
、
災
害
時
に
役
立
つ
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
の
仕
方
は
な
か
な
か
難
し

く
四
苦
八
苦
で
し
た
。

会
場
の
松
茂
町
津
波
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

３
階
建
て
。
情
報
通
信
室
に
自
家

発
電
装
置
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
収
納
可
能
人
員
は
２
階
以

上
と
屋
上
で
１
、０
８
０
名
。
備

蓄
物
資
は
飲
料
水
、
乾
パ
ン
、
ア

ル
フ
ァ
米
、
水
袋
、
毛
布
で
あ
り
、

１
階
部
分
は
津
波
が
通
り
抜
け
る

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

石
井
町
に
お
い
て
も
、
地
震
被

害
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
備
蓄
物

資
の
確
保
、
避
難
場
所
の
確
認
が

必
要
と
思
う
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。
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歳
末
た
す
け
あ
い
街
頭
募
金
の
報
告

　

昨
年
12
月
23
日
㈬
午
前
10
時

か
ら
午
後
2
時
ま
で
、
フ
ジ
グ
ラ

ン
店
頭
で
、
街
頭
募
金
を
行
い
ま

し
た
。
民
生
委
員
、
赤
十
字
奉
仕

団
及
び
石
井
町
社
協
役
職
員
、
そ

し
て
、
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
も
初
登

場
し
、
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

の
ぼ
り
を
立
て
、
募
金
箱
を
抱

え
、
店
内
の
店
舗
や
買
い
物
客
の

方
々
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
昼
か
ら
雨
と
な
り
ま
し
た

が
、
祭
日
と
あ
っ
て
、
多
く
の
家

族
連
れ
が
足
を
止
め
、
募
金
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
集
ま
り
ま
し
た
金
額
は

石
井
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

第
59
回
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

　

昨
年
11
月
10
日
㈫
、
あ
わ
ぎ
ん

ホ
ー
ル
（
県
郷
土
文
化
会
館
）
に

お
い
て
、
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

〔
全
身
性
障
害
者
移
動
介
護
従
業
者
養
成
研
修
課
程
〕

同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
〔
一
般
課
程
・
補
講
講
習
〕

難
病
患
者
等
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

【
基
礎
課
程
Ⅰ
・
Ⅱ
】

●
日
　
程

　

3
月
9
日
㈬　

9
時
〜
16
時

　

3
月
16
日
㈬　

10
時
〜
16
時

　

2
日
間
で
【
10
時
間
講
習
】

●
会
　
場

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

高
川
原
福
祉
会
館

●
受
講
料
　
１
２
、５
２
０
円

●
日
　
程

　

3
月
6
日
㈰　

10
時
〜
17
時

　
【
6
時
間
講
習
】

●
会
場
石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
受
講
料

８
、５
２
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

を
含
む
）

●
日
　
程

　
基
礎
Ⅰ
…
3
月
27
日
㈰
13
時
〜

　

17
時
【
4
時
間
講
習
】

　
基
礎
Ⅱ
…
3
月
13
日
㈰
10
時
〜

　

17
時
【
6
時
間
講
習
】

●
会
場
石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
受
講
料

　
基
礎
Ⅰ
…
６
、０
０
０
円

　
基
礎
Ⅱ
…
８
、０
０
０
円
（
各

　

テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

●
定
　
員　

各
20
名

　
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

●
定
　
員　

30
名

●
締
　
切
　
2
月
26
日
㈮

●
対
象
者　

県
内
在
住
で
、
訪
問

介
護
員
１
級
、
２
級
課
程
・
介

護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者
又

は
修
了
予
定
者
及
び
介
護
福
祉

士
で
、
全
日
程
出
席
可
能
な
方
。

●
定
　
員　

30
名

●
締
　
切
　
2
月
26
日
㈮

●
対
象
者　

県
内
在
住
で
、
都
道

　

府
県
が
指
定
し
た
視
覚
障
害
者

　

移
動
介
護
従
業
者
養
成
研
修
課

　

程
修
了
者
又
は
修
了
予
定
者
で

　

全
日
程
出
席
可
能
な
方
。

●
締
　
切

　
基
礎
Ⅰ
…
3
月
11
日
㈮

　
基
礎
Ⅱ
…
2
月
26
日
㈮

●
対
象
者

基
礎
Ⅰ
…
県
内
在
住
で
、
訪
問

介
護
員
２
級
課
程
修
了
者
又
は

修
了
予
定
者
及
び
介
護
福
祉
士
。

基
礎
Ⅱ
…
県
内
在
住
で
、
訪
問

介
護
員
1
級
課
程
・
介
護
職
員

初
任
者
研
修
修
了
者
又
は
修
了

予
定
者
及
び
介
護
福
祉
士
。

※
い
ず
れ
の
研
修
も
申
込
者
が
10
名
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中
止
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
島
大
会
の
報
告

　

11
月
20
日
か
ら
第
24
回
開
催
地

で
あ
る
福
島
県
郡
山
市
に
5
名
で

参
加
し
て
来
ま
し
た
。

　

初
日
は
東
日
本
大
震
災
の
原
発

事
故
に
よ
る
被
災
地
を
巡
り
ま
し

た
。
被
災
か
ら
四
年
目
に
し
て
も

な
お
そ
の
悲
惨
な
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
胸
の
詰
ま
る
想
い

が
し
ま
し
た
。
現
地
を
訪
れ
た
一

人
ひ
と
り
が
、
震
災
原
発
事
故
の

悲
惨
さ
を
、
後
世
に
正
し
く
伝
え

る
義
務
と
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
郡
山
市
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
開
催
さ
れ
た
、

飯
館
村
・
菅
野
典
雄
村
長
の
基
調

講
演
「
あ
り
が
と
う
・
未
来
に
つ

な
ご
う
ふ
く
し
ま
か
ら
」
を
聞
き

ま
し
た
。
人
の
や
さ
し
さ
と
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
「
ま
で
い
」

の
村
づ
く
り
を
進
め
て
、
全
村
民

が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
現
在

も
、
人
と
村
と
の
絆
を
守
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
感
動
し

ま
し
た
。

会
長　

笹
田
典
子

一
金　

３
５
、０
０
０
円

　
　

気
延
絆
ク
ラ
ブ
様

一
金　

２
６
、２
０
０
円

　
　

石
井
町
農
産
物
品
評
会
様

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
６
，
５
２
０
円
で
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

石
井
町
か
ら
は
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

［
名
誉
大
会
長
表
彰
］

　

石
井
手
話
サ
ー
ク
ル

［
大
会
長
表
彰
］

　

井
上　
　

清

　

小
杉　

光
子

　

伊
藤
ヒ
デ
コ

　

笹
田　

典
子

　

吉
岡
惠
美
子

　

市
川　

生
江

　

こ
れ
か
ら
も

ご
健
康
で
ご
活

躍
く
だ
さ
い
。
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新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

平
成
27
年
９
月
よ
り
事
務
局

長
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

石
井
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

　

平
成
27
年
10
月
20
日
石
井
町
中

央
公
民
館
及
び
原
児
童
公
園
を
会

場
と
し
、
第
18
回
石
井
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
伝
え
よ
う
」

ひ
と
か
ら
人
へ
の　

未
来
の
絆
と

し
、
第
９
回
「
こ
ど
も
文
化
祭
・

美
術
展
」
に
は
、個
人
と
し
て
２
名
、

団
体
と
し
て
石
井
小
学
校
を
は
じ

め
9
団
体
３
１
２
名
と
20
組
の
親

子
の
皆
さ
ん
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
出
演
と
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
く
し
ま
芸
術
祭

ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
多
く
の
団
体

の
方
の
ご
協
力
を
頂
き
盛
大
に
で

き
ま
し
た
事
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
多
く
の
方
の
善
意
・
ご
協
力

に
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
が
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
豊
か
で
活
力
あ
る
高

齢
者
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、

第
18
回
石
井
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

石
井
町
藤
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

石
井
町
老
人
大
学
講
座

石
井
町
老
人
体
育
大
会

会
員
親
睦
旅
行

会
員
募
集
中
で
す

相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

２
０
１
５
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門

に
お
け
る
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
団
体

で
あ
る
「
た
け
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
」
の
ビ
ッ
ク
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

に
出
演
し
て
頂
き
文
化
祭
を
盛
り

上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
書

道
展
・
美
術
展
で
も
81
作
品
の
出

展
、
模
擬
店
等
で
は
43
団
体
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
名
西

高
校
芸
術
科
の
書
道
美
術
の
体
験

で
は
、「
筆
を
触
る
の
は
何
十
年
ぶ

り
」と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９
月
11
日
（
金
）、
石
井
町
中

央
公
民
館
で
、
会
員
や
関
係
者
約

４
５
０
名
参
加
の
も
と
、「
石
井

町
老
人
大
学
講
座
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
式
典
の
後
、
全
国
・
県
内

に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と

今
後
期
待
さ
れ
る
役
割
等
に
つ
い

て
、
徳
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
那
佐
英
昭
様
よ
り
ご
講
義
い
た

だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、「
ケ
ア

ビ
ク
ス
で
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

」
と
題
し
て
、
日
本
ケ
ア
ビ
ク
ス

連
盟
の
岸
幹
子
先
生
よ
り
、
講
演

と
実
技
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

10
月
23
日
㈮
、
石
井
町
前
山
運

動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

第
43
回
石
井
町
老
人
体
育
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
、
約
５
５
０
名

の
会
員
が
集
い
、
多
彩
な
競
技
に

汗
を
流
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

優
勝
は
高
原
地
区
、
準
優
勝
は

浦
庄
地
区
で
し
た
。

　

石
井
町
藤
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
、

37
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員

数
は
１
、９
２
７
人
で
す
。ス
ポ
ー

ツ
や
趣
味
教
養
を
楽
し
め
る
6
つ

の
部
会
の
他
、
憩
い
の
場
（
サ
ロ

ン
）
で
の
集
ま
り
や
、
友
愛
訪
問

活
動
等
を
通
し
て
、
人
と
人
と
の

『
絆
』
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

仲
間
も
募
集
中
で
す
！　

お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
６
７
４
ー
０
１
３
９

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

吉
　
浦
　
理
　
史

事
務
局
長

健
康
で
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ

る
高
齢
者
が
、
現
在
ま
で
に

培
っ
た
知
識
、
経
験
、
技
術
を

活
か
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
、

併
せ
て
自
ら
の
健
康
増
進
と
生

き
が
い
に
資
す
る
目
的
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

絆
や
連
帯
が
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
る
現
在
、
各
種
団
体
の
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い

住
み
や
す
い
石
井
町
を
目
指
し

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今

後
共
、
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

暮
ら
し
の
中
の
様
々
な
悩
み
事
等

の
相
談
に
応
じ
、
解
決
に
向
け
て

助
言
・
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

◆
生
活
・
こ
ま
り
事
相
談
所
◆

〔
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
〕

＊
毎
月
第
1
・
３
火
曜
日

＊
生
活
費
や
借
入
金
、
家
族
の
ひ

　

き
こ
も
り
、
仕
事
等
の
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
所
◆

＊
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

＊
分
野
や
内
容
を
問
わ
ず
、
生
活

　

の
中
の
様
々
な
相
談

◎
い
ず
れ
の
相
談
所
も
、

開
設
時
間
は
午
前
９
時
～
正
午
。

場
所
は
石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
。

◎
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

☎
６
７
４
ー
０
１
３
９

　

12
月
10
日
（
木
）、「
会
員
親
睦

旅
行
」
を
実
施
し
、
41
名
の
参
加

者
で
岡
山
県
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

紅
葉
し
て
い
る
山
々
な
ど
の
景

色
と
参
加
者

同
士
で
の
会

話
を
楽
し
ん

で
い
る
う
ち

に
、
備
中
国

分
寺
に
到
着
。

　

参
拝
と
写

真
撮
影
を
済

ま
せ
て
、
瀬

戸
大
橋
温
泉

『
や
ま
幸
」へ
。

食
事
・
大
衆

演
劇
・
温
泉

を
堪
能
。
今

後
の
活
動
の

鋭
気
を
養
い
、

有
意
義
な
親

睦
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。
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第33回石井町社会福祉大会
昨
年
10
月
７
日
（
水
）、
い
し
い
藤

ホ
ー
ル
（
石
井
町
中
央
公
民
館
）
に
お

い
て
石
井
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地

域
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
推
進
に
功

績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
、
感
謝
の

意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

記
念
講
演
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
な
じ
み
の

気
象
予
報
士
、
南
利
幸
先
生
を
お
迎
え

し
、
気
象
予
報
士
か
ら
見
た
日
常
に
潜

む
危
険
を
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

天
気
予
報
の
見
方
や
温
暖
化
、
熱
中

症
な
ど
の
話
題
を
、
ク
イ
ズ
形
式
で
楽

し
く
学
び
ま
し
た
。
当
日
は
約
５
０
０

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
大
会
長
表
彰
》

老
人
福
祉
事
業
功
労
者

　

石　

井　

坂
東
千
代
子

　

浦　

庄　

小
杉　

光
子

　

高　

原　

矢
部　
　

修

　

藍　

畑　

平
石　

尊
子

　

高
川
原　

松
岡　

捷
子

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　

石　

井　

笠
井　

孝
純

　

石　

井　

遠
藤　

敦
子

　

石　

井　

河
野　

富
子

　

石　

井　

中
村　

亨
子

　

浦　

庄　

井
上　

溥
子

　

浦　

庄　

越
智　

美
智

　

浦　

庄　

川
野　

静
世

　

浦　

庄　

中
村　

彰
子

青
少
年
健
全
育
成
事
業
功
労
者

　

浦　

庄　

堀
岡　

敏
治

　

高
川
原　

原
田　

利
幸

　
青
少
年
健
全
育
成
上
浦
北
支
部

家
族
介
護
功
労
者

　

浦　

庄　

高
田　
　

潔

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

　

浦　

庄　

喜
浦
千
津
子

　

浦　

庄　

北
島　

泰
代

　

藍　

畑　

井
内　

幸
代

　

藍　

畑　

多
田　

洋
子

　

高
川
原　

久
米
恵
美
子

　

高
川
原　

寺
澤　

幸
子

　

高
川
原　

西
村　

正
代

　

高
川
原　

吉
岡　

純
子

献
血
功
労
者

　

石　

井　

遠
藤　
　

悠

　

石　

井　

河
西　

修
二

　

石　

井　

久
米　

貴
弘

　

石　

井　

塩
田　

龍
澄

　

石　

井　

武
智　
　

渉

　

石　

井　

谷　
　

直
樹

　

石　

井　

橋
本　

純
治

　

石　

井　

脇
田　

陽
輔

　

浦　

庄　

岩
佐　

直
美

　

浦　

庄　

清
水　

健
司

　

高　

原　

篠
原　

秋
照

　

高　

原　

藤
本　

悦
子

　

藍　

畑　

泉　
　

伸
治

　

藍　

畑　

酒
井　
　

学

　

藍　

畑　

仁
木
純
一
郎

　

藍　

畑　

吉
田　
　

功

　

高
川
原　

小
笠　

利
江

　

高
川
原　

岡
本　

博
光

《
大
会
長
感
謝
状
》

【
寄
付
金
】

　

楽
し
美
ふ
れ
あ
い
会

（
代
表
　
森
本
　
泰
代
）

第33回
石井町社会福祉大会

受賞者

①式典　②受付　③表彰　④南　利幸先生の講演　⑤会場風景

1

3 4 52

※この社協だよりの発刊には、徳島県共同募金会の地域配分金が使われています。

◆
新
職
員
の
横
顔
◆

ご
長
寿
♥
百
歳

松
田　

智
久

　

平
成
27
年
10
月
よ
り
臨
時
職
員

と
し
て
、
石
井
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
高
齢
者
に
と
っ
て
住

み
よ
い
町
づ
く
り
と
生
き
甲
斐
が

持
て
る
生
活
が
大
切
で
あ
り
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

皆
様
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
石

井
町
の
福
祉
事
業
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤
正
夫
さ
ん
（
石
井
）

　

大
正
４
年
９
月
20
日
生
ま
れ

多
田
マ
ツ
子
さ
ん
（
浦
庄
）

　

大
正
４
年
11
月
21
日
生
ま
れ

田
幡
ヨ
シ
コ
さ
ん
（
石
井
）

　

大
正
４
年
12
月
９
日
生
ま
れ

遠
藤
允
子
さ
ん
（
石
井
）

　

大
正
４
年
12
月
25
日
生
ま
れ

　

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
益
々
お
元
気
で
お
暮
ら
し

く
だ
さ
い
。

（順不同・敬称略）
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社
会
福
祉
協
議
会

の
行
事
予
定

平
成
28
年
1
月
〜
7
月

◦「社協だより」（第 69号）発行　12日
◦石井町藤クラブ新年互礼会　12日
◦石井町防災訓練　17日
◦石井町長杯グラウンドゴルフ大会 18日
◦石井町藤クラブ健康ウォーキング大会 25日
◦県婦人団体連合会カローリング大会　21日
◦第 34回石井町社協会長杯ゲートボール大会
◦石井町社協役職員研修
◦石井町社協理事会・評議員会
◦石井町藤クラブ介護予防講習会
◦石井町藤クラブひとり暮らし高齢者友愛訪問員会
◦第 33回石井町長杯ゲートボール大会

◦石井町シルバー人材センター総会
◦石井町ボランティア連絡協議会総会
◦石井町はぐくみ子育て応援団総会
◦社協理事会・評議員会
◦日本赤十字社費募集
◦みらいフェスタ in いしい 2016（15日）
◦石井町藤クラブ総会
◦石井町女性の会・東部地区石井町赤十字奉仕団総会
◦石井町手をつなぐ育成会総会
◦徳島県婦人団体連合会総会
◦石井町老人大学・修学旅行

1月

2月

3月

4月

5月

6月
7月

石
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町
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ル
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配 分 金 表
主な職種１時間単価
（就業した対価となります）

会員は、仕事量に応じて
｢配分金｣ を受け取ります。

屋内 ･外作業
草取り
清掃作業
農作業
刈り払い機

剪定 ･塗装
大工作業
消毒10ℓ
障子張替1枚
襖張替1枚
網戸張替1枚

事務整理
宛名書き1枚
建物管理

756円〜
756円〜
756円〜
756円〜

1,080円　

1,080円　
1,080円　
1,100円　
1,100円〜
3,700円〜
1,100円〜

1,080円　
52円〜
756円〜

石井町シルバー人材センターでは会員を募集しております。
シルバー人材センターは働く事を通じて生きがいを感じていただく所です。
地域のため、人のため、自分の健康のために働いてみませんか。
対象は、石井町在住で、原則60歳以上の働く意欲のある方です。
会員登録は、石井町社会福祉協議会（石井町クリーンセンター管理棟）１階事務所にて。
月曜日〜金曜日（平日）8：30〜17：15の間で受付を行っています。
まずは、簡単な説明と申込書類をお渡ししますので、一度事務所までお越しください。
＊会員一人当たり月平均配分金33,650円
＊就業は、臨時的かつ短期的な仕事又は軽易な作業
＊就業は、月10日程度以内・週20時間以内

◦◦◦働く意欲マンマンの◦◦◦

石井町シルバー人材センターで働いてみませんか
シルバーパワー募集中 !!

まずはお気軽にお問い合せください
石井町シルバー人材センター

☎088-674-7840

《広報編集委員》石井地区　山㟢文靖　上地禎子　浦庄地区　坂本信子　河崎惠子　高原地区　高橋三紀
　藍畑地区　高木淑惠　松尾昌子　高川原地区　◎原田利幸　瀬部和子　編集協力　藤本七三夫　◎は編集委員長


